
討論
　

原
子
力
規
制
委
員
会
は
福
島
原
発
事
故
の
教
訓
を
受

け
、
経
済
産
業
省
に
あ
っ
た
保
安
院
を
環
境
省
の
外
局
と

し
、
上
級
機
関
の
指
揮
監
督
か
ら
独
立
し
て
権
限
を
行
使

で
き
る
合
議
機
関
と
し
ま
し
た
。
権
威
あ
る
５
名
の
専
門

学
者
で
構
成
し
、
傘
下
に
原
子
力
規
制
庁
を
事
務
局
と
し

て
持
つ
大
組
織
で
す
。

　

あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は

６
％
で
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
割
合
は
輸
入
に
頼
る
火

力
発
電
が
85
・
６
％
、
水
力
９
・
７
％
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
４
・

７
％
で
す
。
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
は
原
子
力
が
コ

ス
ト
と
地
球
温
暖
化
対
策
上
、
優
位
に
あ
り
ま
す
。

　

原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
、
東
海
村
や
隣
接
地
区
の
態
度

は
不
透
明
で
、
首
都
圏
に
近
い
地
区
の
反
対
が
強
い
よ
う

で
す
。
根
底
に
大
都
市
と
地
方
の
格
差
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
東
海
村
は
多
古
町
の
半
分
よ
り
少
し
大
き
な
面
積
に

３
万
７
千
人
余
り
が
住
み
、
人
口
構
成
は
子
ど
も
と
30
代

が
全
国
平
均
を
３
割
程
度
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
を
信
頼
し
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
日

本
原
子
力
発
電
と
協
定
を
結
ん
だ
、
隣

※

接
１
村
５
市
の
判

断
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出

ま
し
た
が
、
十
分
議
論
し
て
最
終
的
に
全
会
一
致
で
採
択

し
ま
し
た
。

　

東
海
第
２
原
発
再
稼
働
の
問
題
は
い
わ
ゆ
る
一
般
論
で

は
な
く
、
多
古
町
民
の
皆
さ
ま
に
直
接
的
な
影
響
を
持
つ

内
容
で
す
。

　

福
島
第
１
原
発
事
故
の
時
に
多
古
町
は
ほ
う
れ
ん
草
等

の
葉
物
を
始
め
、
し
い
た
け
、
た
け
の
こ
等
が
出
荷
停
止

に
な
り
、
米
、
大
和
芋
、
多
く
の
根
菜
類
ま
で
も
風
評
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
海
第
２
原
発
は
日
本
で
一
番
古
い
原
発
で
、
今
年
の

11
月
で
40
年
の
稼
働
期
限
が
切
れ
、
本
来
で
あ
れ
ば
廃
炉

に
す
べ
き
で
す
が
、
さ
ら
に
20
年
の
再
稼
働
が
申
請
さ
れ

審
査
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
多
古
町
は
東
海
第
２
原
発

か
ら
82
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
最
悪
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
れ
ば
、
風
向
き
等
の
影
響
に
よ
り
、
避

難
区
域
に
な
る
可
能
性
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

多
古
町
議
会
の
責
任
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
絶
対

に
そ
う
い
う
状
況
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
海
第
２
原
発
は
、
日
本
一
古
い
老
朽
原
発
で
あ
り
、
先

の
東
日
本
大
震
災
の
際
は
津
波
で
設
備
、
機
器
が
損
傷
し
、

あ
わ
や
大
惨
事
の
一
歩
手
前
ま
で
陥
っ
た
被
災
原
発
で
す
。

そ
の
老
朽
原
発
の
再
稼
働
、さ
ら
に
20
年
延
長
が
認
め
ら
れ
、

も
し
重
大
事
故
が
起
き
れ
ば
、
私
ど
も
の
生
活
が
日
々
脅
か

さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
す
。

　

再
稼
働
反
対
の
約
30
万
人
以
上
の
署
名
は
既
に
茨
城
県
知

事
に
提
出
さ
れ
、
経
済
団
体
で
あ
る
茨
城
沿
岸
地
区
漁
連
は

再
稼
働
に
「
断
固
反
対
」、
J
A
茨
城
中
央
会
は
「
再
稼
働

反
対
決
議
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

先
の
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
り
、
故
郷
を
追
わ
れ
、

見
知
ら
ぬ
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
の
中
で
、
懸
命
に
生
活

を
送
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
ど
も
多
古
町
議
会
は
、
多
古
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
と

暮
ら
し
を
守
る
、そ
の
立
場
で
働
く
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
こ
の
議
会
議
員
と
し
て
の
選
択
が
、
20
年
後
の
町

民
の
命
を
守
れ
る
よ
う
役
割
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

協
定
を
結
ん
だ
、
隣
接
１
村
５
市
の
判
断
に
委
ね
た
い

町
民
に
直
接
的
な
影
響
を
持
つ
内
容

20
年
後
の
町
民
の
命
を
守
れ
る
よ
う

役
割
を
果
た
し
た
い

「
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
と
運
転
期
間
延
長
を
認
め
な
い
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
」
を
討
論

反対

反対討論
那須保秋 議員

賛成

反対討論
菅澤博隆 議員

賛成

反対討論
石渡悦子 議員
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神崎 IC

大栄 JCT

つくば中央 IC

稲敷 IC

（主）成田小見川鹿島港線 IC（仮称）

松尾横芝 IC

木更津東 IC

多古町

開通済み

圏央道の整備状況

銚子連絡道

国道 296 号 IC（仮称）

木更津 JCT

東京湾アクアライン

着工区間

東金 IC・JCT

圏
央
道（
大
栄
・
横
芝
間
）の
早
期
完
成
等
に

関
す
る
決
議
を
可
決

　

６
月
12
日
、
髙
坂
恭
子
議
員
ほ
か
４
議
員
か
ら
「
圏
央
道
（
大
栄
・
横
芝
間
）
の
早
期
完
成

等
に
関
す
る
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

圏
央
道
（
大
栄
・
横
芝
間
）
の
早
期

完
成
等
に
関
す
る
決
議

　

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
以
下
、「
圏
央

道
」
と
い
う
。）
は
、
首
都
圏
の
広
域
的
な
幹
線

道
路
網
を
形
成
す
る
首
都
圏
３
環
状
道
路
の
一
つ

で
あ
り
、
首
都
圏
の
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
は
じ

め
、
災
害
時
等
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保
や
沿
線
の

地
域
づ
く
り
の
活
性
化
等
、
国
土
強
靭
化
と
地
方

創
生
を
実
現
し
て
い
く
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役

割
を
担
う
高
規
格
幹
線
道
路
と
し
て
、
地
域
住
民

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
が
、
全
線
の
開
通

を
待
望
し
て
い
る
。

　

千
葉
県
内
に
お
い
て
は
、
唯
一
の
未
開
通
区
間

と
な
っ
て
い
る
、
大
栄
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
松
尾

横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
（
延
長
18
・
５
㎞
）

の
本
体
工
事
が
、
２
０
２
４
年
度
の
供
用
開
始
を

目
標
に
今
年
の
３
月
に
着
手
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
事
業
が
加
速
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

関
東
一
円
の
大
動
脈
と
な
る
圏
央
道
の
全
線
開

通
は
、
人
や
物
の
流
れ
の
双
方
が
活
性
化
す
る
た

め
、
空
港
周
辺
地
域
に
対
し
て
も
、
観
光
需
要
の

喚
起
や
消
費
の
拡
大
、
新
た
な
企
業
立
地
・
物
流

拠
点
の
整
備
・
雇
用
の
拡
大
と
い
っ
た
効
果
が
大

い
に
期
待
で
き
る
。

　

よ
っ
て
、
効
果
的
な
予
算
の
投
入
に
よ
り
一
日

も
早
い
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
交
流
拠

点
と
の
接
続
が
可
能
と
な
る
休
憩
施
設
を
、
成
田

国
際
空
港
周
辺
に
設
置
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
30
年
6
月
12
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
県
多
古
町
議
会

発
議
案
第
２
号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

　

国
は
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
等
し

く
教
育
を
受
け
る
機
会
を
確
保
す
る
責

務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
21
世
紀
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
責
任
を
持
つ
と
と
も

に
、
教
育
水
準
向
上
の
た
め
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
。

発
議
案
第
３
号

国
に
お
け
る
平
成
31
年
度
教
育

予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
整
備
を
す

す
め
る
た
め
、
次
の
事
項
を
中
心
と
し

た
国
の
予
算
拡
充
を
求
め
る
。

　

１
．
震
災
か
ら
の
教
育
復
興
予
算
拡

充
、
２
．
少
人
数
学
級
実
現
の
た
め
の

教
職
員
定
数
改
善
、
３
．
義
務
教
育
教

科
書
無
償
制
度
の
堅
持
、
４
．
就
学
援

助
や
奨
学
金
事
業
の
予
算
拡
充
、５
．
総

合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の
育
成
等
、
６
．
公

立
学
校
施
設
整
備
費
の
充
実
、
７
．
安

全
と
充
実
し
た
学
習
環
境
を
保
障
す
る

た
め
の
地
方
交
付
税
交
付
金
の
増
額
。

発
議
案
第
４
号

東
海
第
２
原
子
力
発
電
所
の
再

稼
働
と
運
転
期
間
の
延
長
を
認

め
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

東
海
第
２
原
発
は
日
本
一
古
い
老
朽

原
発
で
あ
り
、
再
稼
働
に
関
し
て
次
の

危
険
性
が
あ
る
。

　

第
１
に
、
事
故
が
起
き
た
場
合
、
一

斉
に
避
難
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る

こ
と
。
第
２
に
、
房
総
半
島
沖
に
活
断

層
が
存
在
す
る
こ
と
。
第
３
に
、
被
災

は
距
離
だ
け
で
な
く
地
形
、
事
故
時
の

風
の
方
向
に
も
関
係
す
る
こ
と
。
以
上

の
点
を
ふ
ま
え
、
東
海
第
２
原
発
の
再

稼
働
を
認
め
ず
、
廃
炉
を
求
め
る
。

　

６
月
12
日
、
採
択
し
た
請
願
・
陳
情
に
か
か
る
３
件
の
意
見
書
案
が
発
議
さ

れ
、
賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
、
そ
れ
ぞ
れ
議
長
名
で
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
す
。

請
願
に
か
か
る

意
見
書
を
可
決

決
議
書
は
議
長
が
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
千
葉
国
道
事
務
所
長
に
提
出
し
ま
す
。

※隣接 1 村 5 市…東海村 ･ 日立市・常陸太田市・那珂市・ひたちなか市・水戸市


